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日本人なら知っておきたい

H本神話の宝庫古事記の名場面集

‘

 

てんそんこうリん
天孫降臨図
天照大御神の孫神 瑣瑣杵淳（二ニギノミコト）が高
天原から日向の高千穂峰に降臨し、地上の国を統治
するよう命じられた。以後、この二ニギノミコトの曾孫
に当る初代 天皇になる神武天皇（カムヤマトイワレピ
コ）が日向から 大和地方へ東征し、大和朝廷を築＜こ
とになる。

袈穂
や家とたける 「日本武尊」歌川国芳

H本武尊の活躍と

草薙の剣で難を逃れる図
草むらに放火されて落命しかかったとき預
かっていた剣で草をなぎ倒すと火力も弱ま
り、一命を取り止めた。以後この剣は天皇の
地位の象徴三種の神器の一つと なる。ヤマ
トタケルの死後、剣の実物は名古屋の熱田
神宮に寄贈されたが、現在は宮内庁に保管
されている。当画は江戸時代の浮世絵師の
巨匠歌川国芳作

じんむとうせい

神武東征
大 和の 国橿原 神
宮をさがす道中一

行は道に迷ってし
まった が、熊野山
中で天 照 大 御 神
が使わした三本足やたがらす
の八胞烏 が 現れ
て神武天皇のもつ
弓の先端にとまり
光り輝いた。敵もあ
まりの不思議さに
呆然と する一方で
あった。八胞烏は
神武天皇 一行を目
的地へ案内した。

公益財団法人

日本サッカー協会

日本代表シンボル

月岡芳年「大日本名将鑑神武天皇」 マーク の八陀烏

そうだったのか！？
こんなに面白い神様と神社の豆知識

文廿平柳星宮神社広報担当総代谷中宏太郎
日本神話について書かれた書物には多数あリますが、 その主なものとしては 一

、 日本最
こ じさ にばんし"

古の歴史書「古事記」（西暦712年）と 二、 「日本書紀」（西暦720年）であリこの二つ
は略称して併せて「言U切 と呼ばれます。

「どこが違うのか？」日本書紀は主に外国向けに書かれたため当時の国際語・漢文
（現代では英語？）で書かれたため、 8本人には難解な書藉となっていました。これに対
して 、 「古事記」は主に国内向けに書かれたため、 日本語（当時はひらがな・カタカナが
無かったので漢字を表音として使う）いわゆるが箋祝名で書かれたため神様の名前な
どは色々な漢字が当てられ、 私達には多少違和感があるのはそのせ＼ヽです。例えばス
サノオノミコトは「須佐之男命」と「素蓋鳴尊Jなど何通リかあるのもそのせいです。

ここでは紙面の都合上い〈つもの神話をすべて物語風に記す訳には行きませんが、 主
＜に. . みう

な物語のタイトルを記Lますと 、 ①天地創成。Cp1ザナキとイザナミによる国生みと神生み、
よみの に た，.. ら

イザナミの死とイザナギの黄泉国訪問。③高天原での神々の生活と対立、 スサノオの乱暴
．．のいりと

狼藉と太陽神アマテラスの天岩戸隠れとその痛快な解決（アメノウズメ、 タヂカラオノミコト
等の活躍によゑ臼¢イワトピラキ）。④天孫降臨。⑤スサノオノミコトによる召柑因径退治と
蛇身中よリの草薙剣取リ出し。@{ナパノシロウサギとオオクニヌシノミコト（大黒様）の物語。

ぃ9もにいし•

⑦オオクニヌシはスサノオに認められて出雰大社に祀られ、 アマテラスに請われてオオク二
ヌシは国を譲る。⑧ウミサチヒコとヤマサチヒコの物語など、 ほとんどの日本人が幼い頃から
知って＼ヽる面白＼、豊かな話が一杯です。

この他に神話のタイトルを積み上げればCi)アマテラスの六代目の子孫カムヤマトイワ
じんCてんのう O• ぅ. ... 

レピコ（初代天皇•神武天皇）の日向の国・高千穂出発～ 大和の国に至るまでの東征と
く• の

熊野からの難路を尺足ん先導のエピソ ー ド。⑩箱召盆め九州をはじめ全国遠征物語
など 大和の国の天皇家がこの日本を支配するに至った正当性が述ぺられています。
従って戦前は古事記が日本の歴史として学校で教えられておリました… 。なお、 当文中
の①～⑩は必ずしも歴史的な流れ·順番を示すものではあリません。

もう一度「古事記」を読んでみませんか？現代口語で書かれた文庫本など多数発行さ
れています。それと尺者方の神と言われる多数の神様はなぜ生れたか？なども知っておき
たい知識であリます。（第二版以降予定）

（参考）
江戸狂歌より「へ花のお江戸を歩いてみれば

地域別でみる多い信仰

いなり

稲荷
はちまん

八幡 犬の糞」

北海道・東北 八幡・伊勢・稲荷•熊野 近畿 八幡・伊勢・稲荷

関東 八幡・伊勢・稲荷•熊野 中国 八幡・天神・荒神

北陸・甲信 八幡・伊勢・諏訪・白山 四国 八幡・天神・山神

東海 八幡・伊勢・白山 九州 八幡・天神・熊野・貴船

東国は源氏の勢力
八幡太郎義家
徳川家康の八幡信仰
の影評

信仰別の全国神社数
神社数 総本山（住所）

は
八

ちま幡ん

信仰 宇
う

佐
さ

神宮（大分県宇佐市）
やはたのかみ おうじん

1 7817 八幡神＝応神天皇・ホンダワヶノミコト

伊い
勢
せ

信仰
い

勢
せ

神2 4425 伊 宮（三重県伊勢市）
てんじ

神
ん 北きた野のて

天
んま満んぐ

宮
う

（京都府京都市） 天神＝紐の人物
す

菅
がわ

原
らの

道
みち

真
ざ

太ね（学幸問府の天神満様宮）＿3 天 信仰 3953 

4 稲
いな荷り

信仰 2970 伏
ふし見み 稲い な

荷リ

大社（京都府京都市）

5 
熊くま野の

信仰 2693 
熊くま野の ほ 本んぐ宮う

大社（和歌山県田辺市）

6 
諏す

訪
わ

信仰 2616 諏
す

訪
わ

大社（長
野

県諏訪市）

7 祇
ギお園ん

信仰 2299 八
やさ

坂
か

神社（京都府京都市） 須
すさ

佐
のお之

の
男
み

こ命
と （牛ごず頭て

天
んの王う に習合）

8 
は白＜さ山ん

信仰 1893 白
しら

山
や

比
まひ

眸
め

神社（石川県白山市）

， 
日ひ よ吉し

信仰 1724 日
ひよ

吉
し

大社（賀県大津市）

10 
や山まが

神
み

信仰 1571 箱
やま

根
がみ

神社（神奈川県足柄下郡）

11 春
か す日が

信仰 1072 春
かす日が

大社（奈良県奈良市）

12 愛
ぁr岩

——

信仰 872 愛
あた

宕
ご

神社（京都府京都市）

13 三
みし

島
ま ・・お大おや山まく

昨
い

信仰 704 三
みし

嶋
ま

大社（静岡県三島市）

14 鹿
か し

島
ま

信仰 604 鹿
かし

鳥
ま

神宮（茨城県鹿嶋市）

15 金
こん毘び

羅
ら

信仰 601 金
こ

刀
ん

比
ぴ

羅
ら

宮（香川県仲多度郡）

16 荏昔信仰 591 荏曾大社（大阪府大阪市）

17 
お

大
お歳とし

信仰 548 葛
かつ

木
ら ぎ御

みと歳し

神社（奈良県御所市）

18 
む宗なか

像
た

信仰 530 宗
むな

像
かた

大社（福岡県宗像市）

19 責
キふ

船
ね

信仰 463 貴
キ

ふ船
ね

神社（京都府京都市）

20 香
か と

取
り

信仰 420 香
かと

取
り

神宮（千葉県香取市）

21 
恵え比

び
寿

す

信仰 408 
に西

しの

宮
みや

神社（兵庫県西宮市）
せ

浅
んげん

浅
あさ

間
ま

神社（山梨県笛吹市）22 問信仰 397 

23 
秋あき葉ば

信仰 362 
秋あき葉はさ

山
んほ本んぐ

宮
うあ秋き葉は じ

神
んじ

社
ゃ

（静岡県浜松市）

24 荒
ーぅ

神
じん 信仰 317 荒

こう

神
じん

山
やま

神社（滋賀県彦根市）

25 賀
か

茂
も

信仰 277 
か
賀
もわ茂

けい別か雷づち

神社（上か
賀
みが

茂
も

神社）•賀
かも

茂
み

御
お

祖
や

神社（下
しも

賀
がも

茂神社）（京都府京都市）

25 
す

水
い

神
じん

信仰 277 
丹にう生かわ

川
か
上

み

神社（奈良県吉
野

郡）

※「全国神社祭祀祭礼総合調査」｛神社本庁）をもとに作成
神社数は全国合計8万8000社と言われる。なお、寺院は全国で7万5000寺。
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神様と仏様の関係
やおよろず

「八百万の神々」と言うが8本には本当に八百ガも神様が居るのか？

「八百屋」「江戸八百八町」「生まれ浪速の八百八橋」などの八百は非常に多いという意味

多神教（日本神道ギリシャ神話・ヒンズ一教）と一神教（キリスト教・ユダヤ教・イスラム教・イランのゾロアスター教など）との違い

参考我が家（社）の神棚と仏壇

神棚（神札） 仏壇
1. 伊勢神宮 天照大御神（あまてらすおおかみ） 1. 大H如来座像
2. 京都祇園八坂神社素蓋鳴尊（すさのおのみこと） （マントラ（真言））
3. 湯島天満宮（天神様） オン アボキャベイルシャノウ マカボダラ
4. 熱田神宮 マニハンドマジンバラハラバリタヤウン
5. 諏訪大社（お諏訪様武運長久） 2. 不動明王立像
6. 北海道神宮 （マントラ（真言））
7. 伏見稲荷大社（家内安全・商売繁盛） ノウマクサンマンダ バザラダン センダ
＆笠間稲荷神社（家内安全・商売繁盛） マカロシャダソワタヤ ウンタラタ カンマン
9. 平柳星宮神社（地域繁栄） 3. 阿弥陀仏
10. 大日如来座像 （マントラ（真言））
11. 富士山頂上浅間大社（せんげんたいしゃ） 4. 聖観世音菩薩
12. 達磨大師座像 （マントラ（真言））
13. 高野山金剛峯寺 5. 薬師如来絵札
14. 高尾山薬王院 （マントラ（真言））
15. 神明宮 オン コロコロセンダリ マトウギソワカ
16. 出流山万願寺（新年護摩札） マントラ

17. 満福寺 新年護摩札
真言とは、その仏様（神様）を宇宙から呼び出す宇宙語

オンアミリタテイゼイカラウン

オンアロリキャソワカ

神様と仏様は喧嘩しないか？
→ OK! (特に真言宗では大日如来が大宇宙思想そのものであり、その他の神仏はすべて

大日如来の成り代わりの姿であるとされるためOK)

なぜ日本では本格的宗教戦争が起きなかったか？
しんぶつしゅうごう ほんちすいじゃく

日本独特の「神仏習合」「本地垂述説」とは？
はいぶつきしゃく

明治元年8本国政府による「廃仏毀釈」とは？
→スペースの都合上、これから先はP9へつづく。

本地垂迦説

栃木市内の主な神社の神様たち
おおみわ

むろのやしま

1. 大神神社（室の八島）
惣社町477
大神神社の境内にある池の上に近隣神社の八つの祠を
建て、その祠回りを以て地頭による務めとしたことから、
大神神社は別名「煙立つ」室の八島と呼ばれた。
奈良時代創建とされ、市内最古の神社。

「煙立つ室の八島」と、奈良の歌人たちに詠まれ、歌枕と
して有名だった。
本社は奈良県桜井市に鎮座する聖・三輪山をご神体
としているので、大三輪神社とも書く。（表紙カラ一写真参照）

現在の社殿は火災にあって江戸時代に再建したもの (Webサイトより）

野季例大祭で行われている流鏑馬（やぶさめ） 0/Vebサイトより）

成立時期

理論

10世紀以降

日本のさまざまな神は、本地
（本来の姿）の仏が仮の姿で
現れた権現とする。

本地仏（仏様）
だいにちによらい・かんのんぼさつ

大日如来・観音菩薩
しゃかによらい

釈迦如来
やくし にょらい

薬師如来
ぁみだによらい

阿弥陀如来
かんぜのんぼさつ

観世音菩薩
ごずてんのう

牛頭天王

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

垂迦神困堕9
あまてらすおおみかみ

天照大御神
ひよしのかみ

日吉神
とうしょうだいごんげん

東照大権現
やはトのかみ

八幡神
てんじん

天神
すさのおのみこと

須佐之男命
※諸説あり

糸
遜
に
佳
び
つ
き
た
る
11
ぶ
り
か
な

宗
長

な
が
も
れ
ば
寂
ー
く
も
あ
る
か
煙
た
つ

宜
の
八

島
の
雪
の
下
も
え洒

実
朝

藤
原
惟
成

煙
立
っ
宜
の
八

島
に
あ
ら
ぬ
身
は
こ
が
れ
し
こ
と
ぞ
く
や
し
か
り
け
る大

江
匡
房

い
か ゞ
て
か
は
仁
も
ひ
あ
り
と
も
し
ら
す
べ
さ

宜
の
八

島
の
煙
な
ら
で
は藤

原
実
方

け
ふ
り
か
と
も
ら
の
や
し
ま
を
見
し
は
ど
に

や
が
て
も
空
の
霞
ぬ
る
か
な

源

俊
頼

さ
み
た
れ
に
む
ら
の
や
し
ま
を
み
わ
た
せ
ば
け
ふ
り
は
な
み
の
う
へ
よ
り
ぞ
た
つ

源
行

頼

た・
人
ず
た
つ
宜
の
八

島
の
煙
か
な
い
か
に
つ
さ
せ
ぬ
思
い
な
る
ら
ん

藤
原
顕
方

風
ふ
け
ば
宜
の
八

島
の
ク
煙
こ
こ
ら
の
空
に
た
ち
に
け
ら
か
な

く
る
る
夜
は
街
士
の
た
＜
火
を
そ
れ
と
見
よ

宜
の
八

島
も

都
な
ら
わ
ば

藤
原
定
京

東
路
の
宜
の
や
し
1
の
秋
の
い
ら

そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
ク
け
ふ
り
か
な

連
歌
師

松
尾
芭
雀
□

奥
の
細
迂
j

旅
日

祀
よ
り

（
※
糸
遜
11
か
げ
ら
う

け
ぶ
り
11

煙
）

朝
か
す
み
深
く
見
中
ら
や
姻
た
つ

宜
の
八

島
の
わ
た
り
な
ら
ら
ん

藤
原
清
耕

東
路
の
宜
の
八

島
に
仁
も
い
た
つ

今
宵
ぞ
こ
中
る
逢
玖
の
間

径
源
法
師
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しんめいぐう

2. 神明宮（伊勢神宮の分社）
旭町神明宮（旭町26-3)

はちまんぐう

5. 八幡宮
大町4-1
新栃木駅前大通りと旧例幣使街道の交差点付近

旭IBJ神明宮（拝殿） 旭IBJ神明宮（本殿）の千木と鰹木（横樺）

嘉右衛門町 神明神社
（嘉右衛門町1-17)
旧例幣使街道沿い岡田記念館のすぐ隣

―-形
� ,f 

嘉右衛門町神明神社

須賀神社
小山市宮本町1-2- 4

すさのおのみこと

須佐之男命
ごずてんのう

（牛頭天王）を祀る
神社である。

とうぐう

3東宮神社

皆川城内町924
奈良の春H大社と同祭神。皆川氏の始祖が春8大社を勧請した。

やぶさめ

春の大祭に行われる流鏑馬は勇壮にて有名。

ニ
ふ―

―-[

＼
一

[
9

応[
•

U
璽「

rJt
吝

みかづき

6. 三8月神社
川原田町535
芹澤 一族の私社 拙尊（月読命）が祀られており、
宝刀三8月丸が奉納されている。

境
内
の
石
碑
に
は
三
日
月
神
社
の

由
来
が
刻
ま
れ
て
い
る

東宮神社拝殿(Webサイトより）
おおひらさん

4. 太平山神社

太平山神社と旭町神明宮の神様の違い
この2つの神社は例えば選挙の出陣式などでの当選ご祈祷の神事の後の
第2声の場所として栃木市では必ず使われておりますが、それぞれ何の
神様に祈祷するのでしょうか？
先ずは両社とも契籠閃篇椅と遍籠嘆畜の神様に祝詞を奏上する点は全く
同じですが、一番の違いは太平山は大関東平野の西端にそそり立っ
聖なる山ですので、山そのものがご神体であることであります。

害祭り流鏑馬（やぶさめ） 0-Nebサイトより）
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下野國三
天王15年芹

日月神社
沢拿，，氏神m、てこ祖Iこ●書したもので贔る．
曇 怜 摯 専

涵�--拿＊紐冑亮肇I ●負遷尾鎗史4«!¼·--·櫨,, ... i い
ィ JI(. アザ、 シミ、 ゾバカ"-t 清● 1, 戴鶴慮＂＂‘るなど奮よ 1ヽta,�ll.Mf
神 l:: l, て知られ違近いfllJわ�,轟する人il'J< とく1項＊曇fllll&a.tlt•
118.1!88 の 11••JJ a,, a 1:iit-•tで畢わった．

例大曇・1員3日 例曇•M31138

平ゑ元年 12 員言霞 "'鳳霞�535書鬼 .=.Sil悧祉 I.+—" 

天正15年は下野国では皆） II広照が活躍していた頃
中央では豊臣秀吉の天下統一および小田原城攻めの頃

拝殿

三日月神社

とちぎメディカルセンターとちのき(I日栃の木病院）より北西0.5km
栃木市総合運動公園の北東

三
8
月
神
社
由
来
記

芹
澤
家
は
常
陸
国
の
名
族
大
橡
氏
よ
り
出 、
薔
川
氏
と
婚
錮
擾
同
氏
の
出
自
と
伝
え
て
い
る 。
某

年陰

暦
五
月
晦
日
の
夜
兇
族
七
名
に
襲
わ
れ 、
咄
嵯
に
三
尺
二
寸
の
宝
刀――-
a
月
丸
會
以
て
迎
え
撃
つ
と 、
闇

夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
絨
の
拳
措
す
べ
て
月
明
の
下
に
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
の
で 、
絨
は
畏
怖
し
て
逃
げ
去

っ
た 。
来
れ
眺
尊
の
神
佑
で
あ
る
こ
と
を
悟
り 、
地
を
割
さ
社
殿
を
鎮
建
し
た 。

遍賣
の
地
は
野
中
町

地
内
に
あ
り
い
ま
も
血
祭
畑
と
い
い 、
当
時
牛
葵
畑
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
同
氏
は
牛
贄
の
載
鱚
を
禁
忌
と

し
て
い
る 。
三
8
月
神
社
は
歳
月
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
そ
の
霊
験
の
あ
ら
た
な
こ
と
が
知
れ
わ
た
り

緑
日
に
は
除
禍
招
椙
を
願
う
人
々
が
遠
近
よ
り
集
ま
り 、
参
道
の
両
襴
に
は
露
店
が
数
多
逮
な
っ
て
順
わ

う
に
至
っ
た 。
地
頭
澁
谷
氏
は
こ
れ
を
聞
き
同
家
の
守
護
神
と
し
て
江
戸
屋
敷
に
遷
し
た 。
芹
渾
氏
は
追

谷
氏
の
地
代
官
と
し
て
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た 。
し

か
し 、

神
霊
こ
れ
會
零
れ
ざ
る
か
不
可

思
議
な
示
現
が
再
三
に
わ
た
っ
た
の
で 、
澁
谷
氏
は
恐
綸
し
て
旧
に
復
し 、
こ
れ
よ
り
咽
治
織
斬
に
置
る

ま
で
毎
歳
白
米ー
像
を
奉
献
し
て
敬
仰
の
誡
を
尽
く
し
た 。
明
治
初
年 、
制
度
の
麦
革
に
よ
り
同
社
は
魔
祀

の
危
機
に
瀕
し
た
が 、
そ
の
由
緒
を
認
め
ら
れ
て
存
続
す
る
こ
と
を
得 、
当
主
彦
八
が
神
職
に
任
ぜ
ら
れ

た 。
こ

の神
を
信
ず
る
者
に
は
不
可
思
議
な
る
慮
森
あ
る
は 、
世
に
広
く

伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。
彦
八
の

孝
孫
豊
こ
の
こ
と
を
忘
却
さ
れ
る
こ
と
を
虞
れ 、
真
石
に
刻
み
後
世
に
伝
え
ん
と
事
由
を
具
し
て
余
に
そ

の
文
を
依
頼
さ
れ
た 。
鳴
呼 、
芹
澤
氏
帰
農
し
て
す
で
に
四
百
余
年 、
時
代
の
推
移
に
よ
っ
て
睛
に
騒
讐

を
見
る
も 、
そ
の
間
脳
霊
つ
わ
に
同
家
と
共
に
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
祭
祀
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
誡
に

慮
激
に
堪
え
ず 、
こ
こ
に
そ
の
事
由
さ
述
べ
る
次
第
で
あ
る 。

昭
和
六
十
年
月
齢
十一
月――-
a

栃
木
県
文
化
財
保
護
拿
議
委
買

a
向
野
櫨
久
撰

書
友
会

々

長

畔
蒲
池
澤

洸
謹
書

太平山神社本殿（太平山神社パンフレットより）
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しんめいぐう

2. 神明宮（伊勢神宮の分社）
旭町神明宮（旭町26-3)

はちまんぐう

5. 八幡宮
大町4-1
新栃木駅前大通りと旧例幣使街道の交差点付近

旭IBJ神明宮（拝殿） 旭IBJ神明宮（本殿）の千木と鰹木（横樺）

嘉右衛門町 神明神社
（嘉右衛門町1-17)
旧例幣使街道沿い岡田記念館のすぐ隣

―-形
� ,f 

嘉右衛門町神明神社

須賀神社
小山市宮本町1-2- 4

すさのおのみこと

須佐之男命
ごずてんのう

（牛頭天王）を祀る
神社である。

とうぐう

3東宮神社

皆川城内町924
奈良の春H大社と同祭神。皆川氏の始祖が春8大社を勧請した。

やぶさめ

春の大祭に行われる流鏑馬は勇壮にて有名。

ニ
ふ―

―-[

＼
一

[
9

応[
•

U
璽「

rJt
吝

みかづき

6. 三8月神社
川原田町535
芹澤 一族の私社 拙尊（月読命）が祀られており、
宝刀三8月丸が奉納されている。

境
内
の
石
碑
に
は
三
日
月
神
社
の

由
来
が
刻
ま
れ
て
い
る

東宮神社拝殿(Webサイトより）
おおひらさん

4. 太平山神社

太平山神社と旭町神明宮の神様の違い
この2つの神社は例えば選挙の出陣式などでの当選ご祈祷の神事の後の
第2声の場所として栃木市では必ず使われておりますが、それぞれ何の
神様に祈祷するのでしょうか？
先ずは両社とも契籠閃篇椅と遍籠嘆畜の神様に祝詞を奏上する点は全く
同じですが、一番の違いは太平山は大関東平野の西端にそそり立っ
聖なる山ですので、山そのものがご神体であることであります。

害祭り流鏑馬（やぶさめ） 0-Nebサイトより）
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天王15年芹

日月神社
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天正15年は下野国では皆） II広照が活躍していた頃
中央では豊臣秀吉の天下統一および小田原城攻めの頃

拝殿

三日月神社

とちぎメディカルセンターとちのき(I日栃の木病院）より北西0.5km
栃木市総合運動公園の北東

三
8
月
神
社
由
来
記

芹
澤
家
は
常
陸
国
の
名
族
大
橡
氏
よ
り
出 、
薔
川
氏
と
婚
錮
擾
同
氏
の
出
自
と
伝
え
て
い
る 。
某

年陰

暦
五
月
晦
日
の
夜
兇
族
七
名
に
襲
わ
れ 、
咄
嵯
に
三
尺
二
寸
の
宝
刀――-
a
月
丸
會
以
て
迎
え
撃
つ
と 、
闇

夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
絨
の
拳
措
す
べ
て
月
明
の
下
に
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
の
で 、
絨
は
畏
怖
し
て
逃
げ
去

っ
た 。
来
れ
眺
尊
の
神
佑
で
あ
る
こ
と
を
悟
り 、
地
を
割
さ
社
殿
を
鎮
建
し
た 。

遍賣
の
地
は
野
中
町

地
内
に
あ
り
い
ま
も
血
祭
畑
と
い
い 、
当
時
牛
葵
畑
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
同
氏
は
牛
贄
の
載
鱚
を
禁
忌
と

し
て
い
る 。
三
8
月
神
社
は
歳
月
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
そ
の
霊
験
の
あ
ら
た
な
こ
と
が
知
れ
わ
た
り

緑
日
に
は
除
禍
招
椙
を
願
う
人
々
が
遠
近
よ
り
集
ま
り 、
参
道
の
両
襴
に
は
露
店
が
数
多
逮
な
っ
て
順
わ

う
に
至
っ
た 。
地
頭
澁
谷
氏
は
こ
れ
を
聞
き
同
家
の
守
護
神
と
し
て
江
戸
屋
敷
に
遷
し
た 。
芹
渾
氏
は
追

谷
氏
の
地
代
官
と
し
て
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た 。
し

か
し 、

神
霊
こ
れ
會
零
れ
ざ
る
か
不
可

思
議
な
示
現
が
再
三
に
わ
た
っ
た
の
で 、
澁
谷
氏
は
恐
綸
し
て
旧
に
復
し 、
こ
れ
よ
り
咽
治
織
斬
に
置
る

ま
で
毎
歳
白
米ー
像
を
奉
献
し
て
敬
仰
の
誡
を
尽
く
し
た 。
明
治
初
年 、
制
度
の
麦
革
に
よ
り
同
社
は
魔
祀

の
危
機
に
瀕
し
た
が 、
そ
の
由
緒
を
認
め
ら
れ
て
存
続
す
る
こ
と
を
得 、
当
主
彦
八
が
神
職
に
任
ぜ
ら
れ

た 。
こ

の神
を
信
ず
る
者
に
は
不
可
思
議
な
る
慮
森
あ
る
は 、
世
に
広
く

伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。
彦
八
の

孝
孫
豊
こ
の
こ
と
を
忘
却
さ
れ
る
こ
と
を
虞
れ 、
真
石
に
刻
み
後
世
に
伝
え
ん
と
事
由
を
具
し
て
余
に
そ

の
文
を
依
頼
さ
れ
た 。
鳴
呼 、
芹
澤
氏
帰
農
し
て
す
で
に
四
百
余
年 、
時
代
の
推
移
に
よ
っ
て
睛
に
騒
讐

を
見
る
も 、
そ
の
間
脳
霊
つ
わ
に
同
家
と
共
に
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
祭
祀
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
誡
に

慮
激
に
堪
え
ず 、
こ
こ
に
そ
の
事
由
さ
述
べ
る
次
第
で
あ
る 。

昭
和
六
十
年
月
齢
十一
月――-
a

栃
木
県
文
化
財
保
護
拿
議
委
買

a
向
野
櫨
久
撰

書
友
会

々

長

畔
蒲
池
澤

洸
謹
書

太平山神社本殿（太平山神社パンフレットより）
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神様と仏様の関係
やおよろず

「八百万の神々」と言うが8本には本当に八百ガも神様が居るのか？

「八百屋」「江戸八百八町」「生まれ浪速の八百八橋」などの八百は非常に多いという意味

多神教（日本神道ギリシャ神話・ヒンズ一教）と一神教（キリスト教・ユダヤ教・イスラム教・イランのゾロアスター教など）との違い

参考我が家（社）の神棚と仏壇

神棚（神札） 仏壇
1. 伊勢神宮 天照大御神（あまてらすおおかみ） 1. 大H如来座像
2. 京都祇園八坂神社素蓋鳴尊（すさのおのみこと） （マントラ（真言））
3. 湯島天満宮（天神様） オン アボキャベイルシャノウ マカボダラ
4. 熱田神宮 マニハンドマジンバラハラバリタヤウン
5. 諏訪大社（お諏訪様武運長久） 2. 不動明王立像
6. 北海道神宮 （マントラ（真言））
7. 伏見稲荷大社（家内安全・商売繁盛） ノウマクサンマンダ バザラダン センダ
＆笠間稲荷神社（家内安全・商売繁盛） マカロシャダソワタヤ ウンタラタ カンマン
9. 平柳星宮神社（地域繁栄） 3. 阿弥陀仏
10. 大日如来座像 （マントラ（真言））
11. 富士山頂上浅間大社（せんげんたいしゃ） 4. 聖観世音菩薩
12. 達磨大師座像 （マントラ（真言））
13. 高野山金剛峯寺 5. 薬師如来絵札
14. 高尾山薬王院 （マントラ（真言））
15. 神明宮 オン コロコロセンダリ マトウギソワカ
16. 出流山万願寺（新年護摩札） マントラ

17. 満福寺 新年護摩札
真言とは、その仏様（神様）を宇宙から呼び出す宇宙語

オンアミリタテイゼイカラウン

オンアロリキャソワカ

神様と仏様は喧嘩しないか？
→ OK! (特に真言宗では大日如来が大宇宙思想そのものであり、その他の神仏はすべて

大日如来の成り代わりの姿であるとされるためOK)

なぜ日本では本格的宗教戦争が起きなかったか？
しんぶつしゅうごう ほんちすいじゃく

日本独特の「神仏習合」「本地垂述説」とは？
はいぶつきしゃく

明治元年8本国政府による「廃仏毀釈」とは？
→スペースの都合上、これから先はP9へつづく。

本地垂迦説

栃木市内の主な神社の神様たち
おおみわ

むろのやしま

1. 大神神社（室の八島）
惣社町477
大神神社の境内にある池の上に近隣神社の八つの祠を
建て、その祠回りを以て地頭による務めとしたことから、
大神神社は別名「煙立つ」室の八島と呼ばれた。
奈良時代創建とされ、市内最古の神社。

「煙立つ室の八島」と、奈良の歌人たちに詠まれ、歌枕と
して有名だった。
本社は奈良県桜井市に鎮座する聖・三輪山をご神体
としているので、大三輪神社とも書く。（表紙カラ一写真参照）

現在の社殿は火災にあって江戸時代に再建したもの (Webサイトより）

野季例大祭で行われている流鏑馬（やぶさめ） 0/Vebサイトより）

成立時期

理論

10世紀以降

日本のさまざまな神は、本地
（本来の姿）の仏が仮の姿で
現れた権現とする。

本地仏（仏様）
だいにちによらい・かんのんぼさつ

大日如来・観音菩薩
しゃかによらい

釈迦如来
やくし にょらい

薬師如来
ぁみだによらい

阿弥陀如来
かんぜのんぼさつ

観世音菩薩
ごずてんのう

牛頭天王

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

垂迦神困堕9
あまてらすおおみかみ

天照大御神
ひよしのかみ

日吉神
とうしょうだいごんげん

東照大権現
やはトのかみ

八幡神
てんじん

天神
すさのおのみこと

須佐之男命
※諸説あり

糸
遜
に
佳
び
つ
き
た
る
11
ぶ
り
か
な

宗
長

な
が
も
れ
ば
寂
ー
く
も
あ
る
か
煙
た
つ

宜
の
八

島
の
雪
の
下
も
え洒

実
朝

藤
原
惟
成

煙
立
っ
宜
の
八

島
に
あ
ら
ぬ
身
は
こ
が
れ
し
こ
と
ぞ
く
や
し
か
り
け
る大

江
匡
房

い
か ゞ
て
か
は
仁
も
ひ
あ
り
と
も
し
ら
す
べ
さ

宜
の
八

島
の
煙
な
ら
で
は藤

原
実
方

け
ふ
り
か
と
も
ら
の
や
し
ま
を
見
し
は
ど
に

や
が
て
も
空
の
霞
ぬ
る
か
な

源

俊
頼

さ
み
た
れ
に
む
ら
の
や
し
ま
を
み
わ
た
せ
ば
け
ふ
り
は
な
み
の
う
へ
よ
り
ぞ
た
つ

源
行

頼

た・
人
ず
た
つ
宜
の
八

島
の
煙
か
な
い
か
に
つ
さ
せ
ぬ
思
い
な
る
ら
ん

藤
原
顕
方

風
ふ
け
ば
宜
の
八

島
の
ク
煙
こ
こ
ら
の
空
に
た
ち
に
け
ら
か
な

く
る
る
夜
は
街
士
の
た
＜
火
を
そ
れ
と
見
よ

宜
の
八

島
も

都
な
ら
わ
ば

藤
原
定
京
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